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広報あしきた　11月号

芦北の秋の味覚の代表
といえば、あしきた太
秋柿です。枝がしなる
ほど大振りな実がつい
ていました。
芦北町の太秋生産量は
年々増えていて現在県
内トップクラスとなっ
ています。

　臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付
金の申請はお済みですか？対象になる可能性
がある人には申請書などを送付しています。
早めの申請をお願いします。期限は 12 月 26
日までです。
◆対象者
　◎臨時福祉給付金　
　住民税（均等割）が課税されていない人で、
　課税されている人の扶養になっていない　
　（生活の面倒をみてもらっていない）人
　◎子育て世帯臨時特例給付金
　平成 26 年 1 月分の児童手当・特例給付金
　の受給者で平成 25 年所得が児童手当の所
　得制限限度額未満の人
＊問い合わせ先
　福祉課　社会福祉係・児童家庭福祉係
　☎（８２）２５１１（内線１５１・１５４）

12 月 26 日（金）まで

臨時福祉給付金・子育て世帯臨
時特例給付金の申請はお早めに

創
業
支
援
連
携
協
定

に
調
印

　

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
芦
北

町
商
工
会
、
芦
北
町
の
３
者
に
よ
る
創
業

支
援
連
携
協
定
の
調
印
式
が
10
月
27
日
、

芦
北
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
芦
北
町
で
創
業
を
予
定

し
て
い
る
人
に
対
し
、
町
、
商
工
会
、
公

庫
の
３
者
が
相
互
に
連
携
し
、
創
業
の
た

め
の
相
談
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
情
報
提
供
や
資
金
供
給
な

ど
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
具
体
的
な

こ
と
は
、
今
後
３
者
で
協
議
し
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
協
定
を
締
結
す
る
の
は
県
内
で
３

カ
所
目
で
、
町
村
で
は
九
州
初
、
全
国
で

も
２
例
目
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人 口　　　１８，８１９人　（＋　５）

男 　　　　８，８３８人　（−　３）

女 　　　　９，９８１人　（＋　８）

65 歳以上　　　　７，２００人　（＋１６）

世 帯 数　　　　７，４９６世帯　（＋１）

人口のうごき（H26.11.1 現在）（　）内は前月比

写
真
右
か
ら
日
本
政
策
金
融
公
庫
内
山
圏
志
八
代

支
店
長
、
竹
﨑
町
長
、
藤
井
公
明
商
工
会
長

　広報紙への情報提供やご意見をお待ちして
います。また、町内の地域づくり団体や文化・
スポーツ団体などが行うイベント情報などの
お知らせを掲載しませんか。
原稿提出締切　掲載前月の 25 日まで
12 月号発行日　12 月 15 日（月）
 1 月号発行日　１月 19 日（月）
※内容や紙面の都合により掲載できないこと
があります。
＊問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１（内線２１２）

自
分

み
ん
な 

芦
北
町
健
康
フ
ェ
ア
開
催

　

町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
10
月
26
日
、

芦
北
町
健
康
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
！
み
ん
な
の
健
康
は
み
ん
な

で
守
る
！
」
を
合
い
言
葉
に
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら

健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
で
は
小
学
生
を
対
象
に
献
血
や

心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
模
擬
体
験
す
る
「
ハ

ー
ビ
ッ
ト
探
検
隊
」
や
芦
北
高
校
福
祉
課

の
生
徒
に
よ
る
「
介
護
技
術
発
表
」
な

ど
、
健
康
に
関
す
る
催
し
物
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
血
糖
値
や
血
管

年
齢
測
定
な
ど
簡
易
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
や
検
診
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
も
設
置
さ
れ
、
訪
れ
た

人
は
気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
部
門
で

は
、
芦
北
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
「
出
逢

い
」・「
夢
」
の
２
曲
を
使
っ
た
「
あ
し
き

た
健
康
体
操
」
の
発
表
が
あ
り
、
町
住
民

生
活
課
職
員
な
ど
が
完
成
し
た
体
操
を
披

露
し
ま
し
た
。
こ
の
体
操
は
九
州
看
護
福

祉
大
学
准
教
授
と
同
大
学
卒
業
生
の
協
力

健
康

の

は

で

守
る

で
出
来
上
が
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操

で
す
。
今
後
、
映
像
を
収
録
し
、
広
報
紙

で
も
体
操
の
動
き
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

最
後
に
高
野
病
院
総
合
検
診
セ
ン
タ
―

の
検
診
医
片
渕
美
和
子
氏
に
よ
る
講
演
会

が
あ
り
ま
し
た
。
片
渕
医
師
は　

若
い
世

代
の
子
宮
頸
が
ん
が
増
え
て
い
る
現
状
な

ど
を
説
明
し
、
子
宮
が
ん
検
診
の
重
要
性

を
話
し
ま
し
た
。

自
分

み
ん
な 

あ
し
き
た
健
康
体
操
を
披
露

芦
北
高
校
生
に
よ
る
介
護
技
術
発
表
会

▶
献
血
模
擬
体
験
中

▶
健
康
ブ
ー
ス
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順位 地域体協 総合得点

１位 佐敷西 76

２位 大東 71

３位 佐敷東 68

４位 泉南 60

５位 田浦北部 50

６位 湯島 44

７位 田浦南部 38

　

水
俣
芦
北
地
区
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

が
10
月
29
日
、
水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部

で
行
わ
れ
、
男
子
が
東
海
カ
ー
ボ
ン
（
３

年
ぶ
り
）、
女
子
が
芦
北
町
役
場
（
２
年

ぶ
り
）
と
、
男
女
と
も
に
芦
北
町
内
の
事

業
所
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

屋
内
消
火
栓
操
法
は
、
３
人
１
チ
ー
ム

で
火
災
を
発
見
し
て
か
ら
、
消
防
署
へ
の

通
報
と
同
時
に
消
火
器
で
の
初
期
消
火
、

続
け
て
屋
内
消
火
栓
を
使
っ
て
の
放
水
を

行
い
、
動
作
の
正
確
性
と
放
水
の
迅
速
性

を
競
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
と
も
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
機
敏
で
正
確
な
動
き
で
標

的
の
ボ
ー
ル
を
放
水
で
落
と
し
て
い
ま
し

た
。 男

子　
屋
内
消
火
栓
操
法
大
会

東
海
カ
ー
ボ
ン

女
子　

芦
北
町
役
場

優
勝

平
成
26
年
度

芦
北
町
民
体
育
祭

総
合
優
勝
は

佐
敷
西
体
協

　

台
風
19
号
が
九
州
に
接
近
し
た
た
め
、

10
月
12
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
町
民
体
育

祭
陸
上
競
技
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
９
月
ま
で
に
行
わ
れ
た

種
目
別
競
技
で
暫
定
総
合
１
位
だ
っ
た
佐

敷
西
体
協
の
総
合
優
勝
が
決
定
し
ま
し

た
。総
合
成
績
は
昨
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
、

初
年
度
優
勝
は
佐
敷
東
で
し
た
。

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

認
知
症
の
人
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

◎
認
知
症
の
現
状

　

認
知
症
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
65
歳
以
上
の
４
人
に
１

人
、
85
歳
で
は
２
人
に
１
人
が
認
知
症
ま

た
は
予
備
軍
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
一

方
65
歳
以
上
の
人
の
半
数
以
上
が
一
人
暮

ら
し
か
高
齢
夫
婦
で
暮
ら
し
て
お
り
、
認

知
症
の
人
や
家
族
が
生
活
す
る
に
は
周
囲

の
人
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。

◎
認
知
症
と
は
ど
ん
な
病
気
か

　

認
知
症
と
は
何
ら
か
の
原
因
で
脳
の
細

胞
が
大
量
に
死
滅
す
る
こ
と
に
よ
り
、
認

知
機
能
が
低
下
し
て
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

認
知
症
に
な
る
と

　

記
憶
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。

　

時
間
や
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る
。

　

簡
単
な
計
算
な
ど
も
で
き
な
く
な
る
。

　

買
い
物
な
ど
が
で
き
な
く
な
る
。

　

何
か
の
目
的
で
家
を
出
た
つ
も
り
が
、

　

そ
の
ま
ま
家
に
戻
れ
な
く
な
る
。

な
ど
の
ほ
か
、
症
状
が
進
行
す
る
と
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

も
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
失
っ
た
能
力
以
外
は
今
ま
で

ど
お
り
存
在
し
、
喜
び
や
悲
し
み
、
大
人

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
も
あ
り
ま
す
。
周
囲

の
支
援
が
受
け
ら
れ
れ
ば
残
っ
た
能
力
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
症
状
の
進
行

を
遅
ら
せ
た
り
、
今
ま
で
ど
お
り
生
活
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◎
ど
ん
な
支
援
が
望
ま
れ
る
か

さ
り
げ
な
い
温
か
い
見
守
り
を

　

認
知
症
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
本
人
に

病
気
だ
と
い
う
意
識
は
な
く
、
お
か
し
な

点
な
ど
を
指
摘
し
て
も
認
め
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
お
金
の
計
算
が
分
か

ら
な
か
っ
た
り
、
話
し
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
、
何
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

「
や
ら
な
い
だ
け
だ
」「
分
か
っ
て
い
る
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
は
認
知
症
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
、
ゆ
っ
く
り
と
説
明
し

た
り
、
援
助
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

徘
徊
を
見
つ
け
た
ら
警
察
な
ど
に
連
絡
を

　

徘
徊
が
疑
わ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
道
に
迷

っ
て
い
な
い
か
を
尋
ね
、
徘
徊
の
よ
う
で

し
た
ら
警
察
や
家
族
な
ど
と
連
絡
を
取

り
、
身
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

総合順位（最終）
平成 26 年度

男
が
ナ
イ
フ
を
突
き
つ
け

役
場
窓
口
で
防
犯
訓
練

　

役
場
窓
口
に
ナ
イ
フ
を
持
っ
た
暴
漢
が

訪
れ
た
と
い
う
設
定
で
、
10
月
30
日
に
防

犯
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

芦
北
警
察
署
員
が
扮
す
る
男
が
、
窓
口

で
別
居
中
の
妻
の
住
民
票
交
付
を
申
請
。

し
か
し
、
妻
の
申
し
出
で
閲
覧
制
限
が
か

か
っ
て
い
た
た
め
、
窓
口
の
担
当
職
員
が

交
付
を
断
る
と
、
男
が
逆
上
し
ナ
イ
フ
を

取
り
出
し
ま
し
た
。
職
員
は
周
囲
の
来
客

に
避
難
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
芦
北

署
に
通
報
。
近
く
の
職
員
数
人
が
さ
す
ま

た
や
折
り
た
た
み
イ
ス
を
使
っ
て
応
戦
し

男
を
取
り
押
さ
え
、
通
報
で
駆
け
つ
け
た

署
員
が
身
柄
を
確
保
し
、
訓
練
を
終
え
ま

し
た
。　

監督 宮崎潤　指揮者 楠本哲丈
２番員 坂川功也　３番員　平野義成　

監督 森 有　指揮者　丁 優紀子 ２番員 鎌地めぐみ
　３番員　松﨑　舞　補欠員　岩本さやか

第 32回
全日本ジュニア新体操選手権
大会

【期日】10 月 24 日〜 26 日

【会場】代々木競技場第１体育館

祝 全国大会出場

ＪＫＡ芦北ジュニア
                              新体操クラブ
岩永周大（３年）　米良睦希（1年）
邑上颯（1年）　大室裕慈（1年）
岩永果大（1年）　川口大輔（1年）
木下大雅（1年）今村亮介　（1年）
（全員佐敷中）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
６
）２
２
７
０

　

住
民
生
活
課　

介
護
保
険
係

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
１
４
５
）
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芦 北 町 職 員 の
給 与 と 定 員 管 理

（４）期末手当・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月 0.675 月

12 月期 1.375 月 0.675 月

計 2.60 月 1.35 月

職務階級加算 役職加算　5％〜 15％

（５）退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分

勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分

勤続 35 年 43.70 月分 52.44 月分

最高限度額 52.44 月分 52.44 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置
（2％〜 20％）

（６）その他の手当

手当名 内容および支給単価

扶養手当
配偶者　13,000 円　　
その他の扶養親族　6,500 円

住居手当
借家の場合
家賃に応じて 27,000 円を限度に支給

通勤手当

自動車の場合
距離に応じて 2,000 円〜 24,500 円
ＪＲなどの場合
運賃に応じて 55,000 円まで支給

管理職手当 41,600 円〜 62,300 円

特殊勤務手当
税務手当　1,000 円〜 1,500 円／月
感染症防疫作業手当　290 円／日
行旅死亡人取扱従事手当　300 円／回

（２）利益の保護の状況（平成 25 年度）
不利益処分に関する不服申立て 0 件

勤務条件に関する措置の要求 0 件

（１）職員の福祉制度
健康保険 熊本県市町村職員共済組合

健康診断
定期健康診断（人間ドック受診者を除く全職員）

人間ドック受診

職員の福祉および利益の保護の状況

　初任者研修、入庁３年目未満研修、総務省自治大学校研修、県派遣による研修などを実施し、職員の職務遂行能力の
向上を図りました。
　職員の人材育成を目的として、管理職の適切な指導および助言による人事評価を行いました。

職員の研修および勤務成績の評定の状況（平成 25年度）

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げて職務に専念しなければいけません。職務の遂行
に当たって職員が守るべき義務は、次のとおりです。
　①法令等および上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の禁止　③秘密を守る義務
　④職務に専念する義務　⑤政治的行為の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

職員の服務の状況

勤務時間 休憩時間 週休日

午前８時 30 分〜午後５時 15 分 正午〜午後１時 土曜日、日曜日

降任 免職 休職 降給 計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の分限および懲戒処分の状況（平成 25年度）

（２）部門別職員数の状況（教育長含む）

　　　　 　区分

　部門

職員数

25 年度 26 年度 増減と主な理由

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木

3 人
67 人
15 人
31 人
16 人
25 人

9 人
20 人

3 人
68 人
16 人
30 人
16 人
20 人

9 人
21 人

小　計 186 人 183 人

  教育部門 28 人 28 人
水 道
下 水 道
そ の 他

7 人
2 人

15 人

7 人
2 人

14 人

小　計 24 人 23 人

合　計 238 人 234 人

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 248,400 円 303,000 円 328,400 円

高校卒 219,500 円 261,400 円 326,500 円

技能労務職
高校卒 ー ー 243,700 円

中学卒 ー ー ー

（２）職員の初任給の状況
区分 初任給

一般行政職
大学卒 172,200 円

高校卒 140,100 円

技能労務職

大学卒 ー

高校卒 137,200 円

中学卒 129,200 円

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与 
　　  月額の状況

区分 一般行政職 技能労務職

平均年齢 42.1 歳 43.5 歳

平均給料月額 299,700 円 240,500 円

平均給与月額 335,800 円 269,600 円

( 注 ) １「平均給料月額」とは、平成 25 年４月１日現在における職種ごとの　
　　　　職員の基本給の平均です。
　　  ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
　　　　時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（３）一般行政職の級別職員数等の状況
区分 １級 ２級 ３級

標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

参事

職員数 28 人 28 人 44 人

区分 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

係長
課長補佐

主幹
課長

審議員

職員数 36 人 27 人 16 人

職員の給与に関する状況

戒告 減給 停職 免職 計

０人 １人 ０人 ０人 １人

（１）分限処分 （２）懲戒処分

（１）職員数に関する状況（教育長含む）
H25.4.1 退職 採用 H26.4.1 

238 人 ９人 ５人 234 人

職員の任免および職員数に関する状況

　職員の給与の実態と定員管理について町民の皆さんの理
解を深めてもらうために、その主な内容をお知らせします。
＊問い合わせ先
　総務課　総務係  ☎（８２）２５１１（内線２１４）

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

ー５（地籍調査終了）

ー 1（欠員不補充）

ー 1（退職不補充）

＋ 1（業務の増）
＋ 1（業務の増）

＋ 1（業務の増）

ー３

ー１

ー４
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

献
血
に
つ
い
て

◎
体
調
不
良
、
服
薬
中
、
発
熱
な
ど
の
人

　

３
日
以
内
に
上
記
以
外
の
薬
を
服
薬
し
て

い
る
場
合
は
、
医
師
に
薬
名
を
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
薬
の
種
類
に
よ
り
献
血
の
可
否
が

異
な
り
ま
す
。

◎
３
日
以
内
に
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療
（
抜

歯
、
歯
石
除
去
）
を
し
て
い
る
人

◎
一
定
期
間
内
に
予
防
接
種
を
受
け
た
人

　
【
接
種
後
24
時
間
以
内
は
不
可
】

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
、
Ａ
型
肝

　

炎
、
狂
犬
病
、
コ
レ
ラ
、
肺
炎
球
菌
、
百

　

日
ぜ
き
、
破
傷
風

　
【
接
種
後
４
週
間
以
内
は
不
可
】

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

◎
６
カ
月
以
内
に
ピ
ア
ス
の
穴
を
あ
け
た
人

◎
６
カ
月
以
内
に
い
れ
ず
み
を
入
れ
た
人

◎
糖
尿
病
で
服
薬
中
の
人

　

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
や
薬
物
投
与
を
受
け
ず
、

食
事
療
法
の
み
を
行
っ
て
い
て
合
併
症
が
な

け
れ
ば
献
血
で
き
ま
す
。

◎
特
定
の
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

　

慢
性
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｂ
型
あ
る
い
は
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
（
保
有
者
）、
マ
ラ

リ
ア
、
脳
卒
中
、
て
ん
か
ん
、
梅
毒
な
ど

◎
海
外
か
ら
帰
国
後
４
週
間
以
内
の
人

　

輸
血
を
介
し
て
感
染
が
危
惧
さ
れ
る
疾
患

に
よ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
海
外
か

ら
の
帰
国
当
日
か
ら
４
週
間
経
過
し
て
い
な

い
人
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

※
帰
国
日
か
ら
４
週
間
以
上
経
過
し
て
い
て

　

も
、
渡
航
先
や
滞
在
期
間
に
よ
り
、
献
血

▼
年
齢　

男
性　

17
〜
69
歳

　
　
　
　

女
性　

18
〜
69
歳

▼
体
重　

50 

kg 

以
上
の
人

※
65
歳
以
上
の
人
は
、
健
康
を
考
慮
し
、
60

　

〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限

　

り
ま
す
。

①
献
血
受
付
（
本
人
確
認
な
ど
）

②
健
康
状
態
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答

③
問
診
・
血
圧
測
定

　

※
検
診
医
が
当
日
の
体
調
や
こ
れ
ま
で
に

　
　

か
か
っ
た
病
気
な
ど
を
尋
ね
、
献
血
者

　
　

の
保
護
と
輸
血
用
血
液
の
安
全
確
保
を

　
　

考
慮
し
て
、
献
血
の
適
否
を
判
断
し
ま

　
　

す
。

④
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
測
定
、血
液
型
事
前
判
定

⑤
献
血
（
10
分
〜
15
分
程
度
）

【
当
日
服
用
で
き
る
主
な
薬
】

降
圧
剤
（
複
数
種
類
の
服
薬
で
も
当
日
の
医

師
の
判
断
に
よ
り
献
血
可
能
）、
漢
方
薬
、

胃
腸
薬
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

【
前
日
ま
で
服
用
で
き
る
薬
】

市
販
の
か
ぜ
薬
、
鎮
痛
剤
、
睡
眠
薬

※
た
だ
し
、
献
血
当
日
の
健
康
状
態
が
悪
け

　

れ
ば
献
血
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
エ
イ
ズ
検
査
目
的
の
人

◎
輸
血
（
自
己
血
を
除
く
）
や
臓
器
の
移
植

を
受
け
た
人

◎
妊
娠
中
の
人
、
出
産
・
流
産
後
６
カ
月
以

上
経
過
し
て
い
な
い
人
、
出
産
後
１
年
以
内

で
母
乳
授
乳
中
の
人

日
赤
プ
ラ
ザ
献
血
ル
ー
ム

　

熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２
丁
目
１
番
１
号

　
（
血
液
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
６
７
２
７

下
通
献
血
ル
ー
ム

　

熊
本
市
中
央
区
下
通
１
丁
目
８
番
29
号　

　

三
国
屋
２
階

　

☎
０
９
６
（
３
２
５
）
９
２
１
８

＊
献
血
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
４
）
６
７
２
５

献
血
の
必
要
性

献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合

●
４
０
０
ml
献
血
が
で
き
る
人

●
服
薬
中
の
か
た
へ

　

血
液
は
生
き
た
細
胞
で
あ
る
た
め
、
人
間

の
体
の
中
で
し
か
造
ら
れ
ず
、
ま
だ
人
工
的

に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
安
全
か
つ
有

効
な
輸
血
療
法
を
行
う
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

か
ら
献
血
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
輸
血
用
血
液
は
長
い
間
保
存
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
用
の
血
液
製
剤

の
有
効
期
間
（
採
血
後
）
は
、
赤
血
球
製
剤

が
21
日
間
、血
小
板
製
剤
が
４
日
間
、血
し
ょ

う
製
剤
が
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
に
は
、
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
、

２
０
０
ml
）、
成
分
献
血
（
血
し
ょ
う
成
分
、

血
小
板
成
分
）
が
あ
り
ま
す
。

　

芦
北
町
に
は
献
血
バ

ス
が
来
て
、
４
０
０
ml

献
血
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
５
月
、７
月
、８
月
、

11
月
、
３
月
）。
町
内
で

献
血
が
行
わ
れ
る
場
合

は
、
ま
ち
だ
よ
り
や
防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

献
血
の
種
類

●
全
血
献
血
の
流
れ

県
内
で
献
血
が
で
き
る
献
血
ル
ー
ム

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

平
成
６
年
10
月
19
日
指
定

42  

岩い

わ

や

が

わ

ち

屋
川
内
臼
太
鼓
踊
り

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

ま
く
な
い
私
が
１
０
０
人
分
を
作
る
こ
と

は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
で
も
、
私

が
作
っ
た
料
理
を
美
味
し
く
食
べ
て
く
れ

る
お
客
さ
ん
を
見
て
る
と
、
感
謝
の
気
持

ち
と
と
も
に
韓
国
の
料
理
に
誇
り
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
来
年
は
ま
た
何
を
作
ろ
う

か
な
と
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
場
者
の
中
に
は
子
ど
も
た

ち
も
多
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い
と
思
い
、
今
年
は

韓
国
文
化
紹
介
ブ
ー
ス
の
中
に
民
族
衣
装

の
色
塗
り
や
韓
国
語
の
文
字
で
自
分
の
名

前
を
書
く
と
こ
ろ
と
、
今
年
の
英
国
派
遣

事
業
で
中
高
生
が
習
っ
て
き
た
ル
ー
ム
バ

ン
ド
※
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
み
ま

し
た
。
予
想
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
が
集

ま
っ
て
楽
し
ん
で
く
れ
て
る
姿
を
見
て
、

国
際
交
流
と
い
う
の
は
難
し
そ
う
な
言
葉

だ
け
ど
、
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
接
し
て

触
れ
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
も
の
で
は
な

い
か
な
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

（
第
30
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

に
も
踊
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
か
つ
て
は
、
田

浦
と
の
境
に
あ
る
笠
山
（
牧
山
）
ま
で
行
っ
て
、

雨
乞
い
の
た
め
に
踊
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

後
継
者
不
足
に
よ
り
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
63
年
に
公
民
館
活
動
と
し
て
復
活
し
、

現
在
で
は
毎
年
、
大
岩
地
区
の
秋
祭
り
（
10
月
の

第
4
日
曜
日
）
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
お
祭
り
で
は
、
男
女
混
成
の
17
人
編
成

で
、
幟
持
ち
を
先
頭
に
、
鹿
の
角
や
ク
ワ
ガ
タ
の

角
を
あ
し
ら
っ
た
か
ぶ
り
物
に
、
色
鮮
や
か
な
上

着
を
着
た
太
鼓
の
踊
り
手
９
人
と
鉦
の
踊
り
手
の

７
人
が
２
列
で
入
場
し
ま
し
た
。
次
い
で
芦
北

三
十
三
観
音
札
所
の
一
つ
で
あ
る
大
河
内
観
音
堂

の
周
囲
を
３
回
ほ
ど
回
る
と
、
観
音
堂
の
前
で
４

列
縦
隊
に
並
び
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、「
よ
ー
い
っ
」

や
「
ち
ょ
い
」
の
掛
け
声
に
よ
っ
て
、
太
鼓
や
鉦

を
鳴
ら
し
、
縦
列
や
円
形
に
な
っ
た
り
し
て
、
緩

急
を
織
り
交
ぜ
た
リ
ズ
ム
感
あ
る
踊
り
と
な
り
ま

す
。

　

岩
本
正
康
保
存
会
長
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は

「
小
桜
」、「
篠
田
じ
き
」、「
も
ん
ど
り
ゅ
う
」
の

３
演
目
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
そ

れ
ぞ
れ
の
一
部
分
を
披
露
し
て
い
る
だ
け
と
い
い

ま
す
。
踊
り
手
に
は
、
年
齢
や
性
別
に
よ
る
制
限

は
な
く
、
と
に
か
く
元
気
が
い
い
人
で
あ
れ
ば
い

い
と
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
に
は
、
県
か
ら
「
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
を

受
賞
し
て
い
る
大
岩
地
区
で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ

い
で
団
結
力
の
あ
る
地
区
を
象
徴
す
る
も
の
の
一

つ
が
、
臼
太
鼓
踊
り
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
芦

北
町
国
際
交
流
ま
つ
り
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
私
も
今
年
で
４
回
目
の
参
加
と

な
り
、
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
と

し
て
各
ブ
ー
ス
の
準
備
か
ら
グ
ル
メ
バ

ザ
ー
の
と
り
ま
と
め
、
そ
し
て
韓
国
料
理

の
準
備
で
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
無
事
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
盛
況
で
終
わ
り
ま
し

た
。

　

世
界
グ
ル
メ
バ
ザ
ー
で
は
、
韓
国
で
お

や
つ
と
し
て
有
名
な
甘
辛
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン

ソ
ー
ス
の
お
餅
料
理
「
ト
ッ
ポ
ギ
」
を
用

意
し
ま
し
た
。
辛
い
も
の
が
苦
手
な
人
向

け
に
醤
油
ベ
ー
ス
の
ソ
ー
ス
の
ト
ッ
ポ
ギ

も
作
り
ま
し
た
が
、
韓
国
の
食
べ
物
と
い

え
ば
辛
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
か
、
甘
辛
ソ
ー
ス
の
ト
ッ
ポ
ギ
が
大
人

気
で
、
す
ぐ
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
の
グ
ル
メ
バ
ザ
ー
に
関
し
て
は
、

食
品
衛
生
上
、
お
菓
子
類
の
販
売
が
で
き

な
か
っ
た
り
、
加
熱
し
た
う
え
で
提
供
し

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
っ

た
り
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
選
定
が
毎
年
一
番

悩
む
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
も
、
料
理
が
う

　

秋
の
実
り
を
感
謝
す
る
お
祭
り
が
、
各
地
の

神
社
や
お
堂
で
行
わ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
大
岩
地
区
の
秋
祭
り

で
披
露
さ
れ
る
、
岩
屋
川
内
臼
太
鼓
踊
り
で

す
。
岩
屋
川
内
は
、
大
岩
地
区
の
中
心
部
（
旧

小
学
校
辺
り
）
か
ら
東
に
少
し
入
っ
た
集
落
で

す
。
臼
太
鼓
踊
り
は
、
南
九
州
を
中
心
に
西
日

本
に
広
く
分
布
し
て
い
る
伝
統
芸
能
で
す
。
町

内
で
は
、
ほ
か
に
４
カ
所
で
指
定
文
化
財
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
屋
川
内
臼
太
鼓
踊
り
の
由
来
に
つ
い
て
、

詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸

時
代
以
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
戦
い
が
終
わ
っ
て
、
そ
の
祝
い
の

席
で
宴
た
け
な
わ
と
な
っ
た
時
に
、
力
自
慢
の

者
が
餅
つ
き
臼
を
持
ち
上
げ
て
、
祝
座
の
中
を

練
り
歩
き
踊
っ
た
の
が
、
起
源
に
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
雨
乞
い
や
新
築
祝
い
の
時

※ルームバンド（loom bands) カラフルな小さな輪ゴムを編み込みんで作るアクセサリー。世界中の子どもたちの間で流行している
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保
育
所
入
所
申
込
み
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

新
制
度
で
は
、
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
所
の
入
所
申
込
み
と
併
せ

て
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
期
間  

11
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
５
日
（
金
）

◆
提
出
先　

福
祉
課
、
田
浦
基
幹
支
所
、

　
　
　
　
　

 

各
保
育
所

◆
提
出
書
類　

表
１
の
と
お
り

◆
保
育
所
・
定
員　

表
２
の
と
お
り

※
現
在
の
町
立
保
育
所
（
湯
浦
・
大
野
・

　

田
浦
）
は
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
の

　

民
営
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ

　

り
運
営
さ
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他

①
保
育
所
入
所
に
つ
い
て
は
毎
年
度
申
込

　

み
が
必
要
で
す
。

②
年
度
途
中
入
所
の
申
込
み
も
受
け
付
け

　

ま
す
。

③
町
外
の
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
場

　

合
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

④
入
所
受
付
年
齢
は
町
内
全
て
の
保
育
所

　

で
「
生
後
３
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
」

　

で
す
。

⑤
定
員
を
上
回
る
入
所
希
望
が
あ
っ
た
場

　

合
は
、
保
育
の
必
要
度
な
ど
に
応
じ
て

　

利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

提出書類 備　考

1 支給認定申請書
（入所申込兼用）

申請書は役場福祉課、田浦基幹支所、各保育
所にあります。

2
保 育 を 必 要 と す る 事 由

（表３）に該当すること
を証明する書類

就労証明書、母子手帳、医師の診断書、在学
証明書など

3 平成 25 年分源泉徴収票
または 確定申告書の写し

保育所の新規利用の人、または保育所の継続
利用であるが平成 26 年度入所申込時に当該
書類を提出していない場合に必要です。

4 平成 26 年分源泉徴収票
または 確定申告書の写し

勤務先から受領後、または確定申告後速やか
に提出してください。

設置主体 保育所 定員

社会福祉法人　同朋会 淳光育児園 90 人

社会福祉法人　将友会 芦北保育園 80 人

社会福祉法人　将友会 計石保育園 45 人

社会福祉法人　将友会 湯浦保育園 150 人

社会福祉法人　将友会 大野保育園 45 人

社会福祉法人　千隆福祉会 吉尾保育園 20 人

社会福祉法人　千隆福祉会 田浦保育園 120 人

新制度では毎年９月が保育料の切り替え時期となります。

前々年の所得状況
（前年度の町民税額）に基づき算定

平成 27 年度の保育料の算定は次のようになります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

４月分〜８月分

９月分〜３月分

平成 25 年の所得状況（平成 26 年度市町村民税額）を基に算定

平成 26 年の所得状況（平成 27 年度市町村民税額）を基に算定

前年の所得状況
（当年度の町民税額）に基づき算定

　保育料について

平
成
27
年
度

◎（表１）提出書類

◎（表２）保育所

①就労（月 48 時間以上）
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④介護または看護
⑤求職活動（起業準備含む）
⑥就学（職業訓練校などを含む）
⑦虐待や DV のおそれがある
⑧産休・育休中の継続利用
⑨災害復旧　　など

◎（表３）
　保育を必要とする事由

子ども医療費助成制度について

こ
の
制
度
の
対
象
は
？

　

年
齢
が
満
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。（
た
だ
し
、
婚
姻
し

て
い
る
人
と
社
会
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
で

勤
労
学
生
以
外
の
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。）

助
成
対
象
と
な
る
医
療
費
は
？

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
要
し
た
一
部
負
担
金
の
全

額
が
対
象
で
す
。（
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

高
額
療
養
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
や
健
康
保
険
が
適
用
さ

れ
な
い
分
（
健
康
診
断
や
予
防
接
種
代
、
事
故
の

賠
償
と
し
て
第
三
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
医
療
費
な

ど
）
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
制
度
で
助
成
を
受
け
る
方
法
は
？

　

病
院
の
窓
口
で
保
険
証
と
一
緒
に
子
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
者
証
（
緑
色
）
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
窓
口
で
の
支
払
い
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
医

療
費
は
医
療
機
関
か
ら
町
に
請
求
さ
れ
ま
す
。

◆
入
院
し
た
場
合
や
水
俣
芦
北
地
域
以
外
の
医
療

　

機
関
に
外
来
で
通
院
し
た
場
合

◆
水
俣
芦
北
地
域
（
芦
北
町
、
津
奈
木
町
お
よ
び

　

水
俣
市
）の
医
療
機
関
に
外
来
で
通
院
し
た
場
合

　

病
院
の
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
、
福
祉

課
ま
た
は
田
浦
基
幹
支
所
で
助
成
申
請
す
る
こ
と

で
、
申
請
月
の
翌
月
末
に
保
護
者
の
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

　

保
険
点
数
と
受
診
者
の
確
認
が
で
き
る
領
収
書

（
レ
シ
ー
ト
や
領
収
印
の
無
い
も
の
は
不
可
）、
印

鑑
、
保
険
証
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証

（
緑
色
）
を
お
持
ち
に
な
り
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
申
請
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
子
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書
の
医
療
機
関
等
証

明
書
欄
に
病
院
か
ら
の
証
明
が
あ
る
場
合
は
、
領

収
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

芦北町では子育て家庭の負担軽減と児童
の健全育成のため、子ども医療費の助成
を行っています。

◎
申
請
に
必
要
な
物

＊問い合わせ先
　福祉課　児童家庭福祉係
　☎（８２）２５１１
　　　　　　　（内線１５４）

※
住
所
、
保
険
証
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
必
ず
「
変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

日 月 火 水 木 金 土

20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

　
田浦子育て支援センター  行事予定（11/17 〜 12/27）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

11月17日（月）〜28日（金）お楽しみ会の練習をしよう
　　21日（金）リサイクルバザーの日　28日（金）身体測定・誕生会
12月6日（土）お楽しみ会に参加しよう
　　10日（水）青少年の家へ行こう（リース作り）
　　22日（月）身体測定　25日（木）クリスマス会

＊イベントについての問い合わせ先
　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

11 月
芦北町イベントカレンダー

11 月 20 日〜 12 月 27 日

図書館休館日
社教センター：11月23日（日）、24日（月・祝）
　　　　　　　12月23日（火・祝）
田浦図書室：11月24日（月・祝）、12月22日（月）
※12月１日〜14日まで両施設とも臨時休館
　（システム移行および蔵書点検のため）

振替休日

12 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

薩摩街道歴史ふれあ

いウォーク

（湯浦温泉〜津奈木町）

里親制度説明会

（芦北地域振興局）

13:30 〜

でこぽんキッズ

（保健センター）
1歳 6カ月児健診

（保健センター）

マリンバリサイタル

（地域活性化センター）

19:00 〜

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

あしきた写真フェスタ

（女島活力推進センター）

　13：00 〜

年金出張相談

（役場３階会議室）

芦北駅伝大会（女島

活力推進センタ―周辺）

七浦ちびっこ相撲大会

（交流センタ―）

官公庁仕事納め

韓国文化講座
「アンニョン韓国」
キムチづくり

（社会教育センター）

国際交流茶屋
（社会教育センター）

大相撲芦北場所

（しろやまスカイドーム）

8:00 開場

災害ボランティアセンタ―
設置訓練（きずなの

里）

あしきた写真フェスタ

（女島活力推進センター）

10：00 〜
３〜４カ月児健診
新米パパママ教室
（保健センター）

勤労感謝の日

天皇誕生日

町立図書館、田浦

図書室臨時休館

町立図書館、田浦図書室臨時休館（〜 14 日）

町立図書館、田浦図書室臨時休館（〜 14 日）

Jアラート訓練

11 月 28 日（金）午前 11 時から、本町の防災行政無線で全国
瞬時警報システム（Ｊアラート）の試験放送が流れます。

J アラート全国一斉情報伝達訓練の実施について

３〜４カ月児健診
（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

離乳食教室

（保健センター）

１
１
９
通
報
は
落
ち
着
い
て
お
願
い
し
ま
す
！

■
１
１
９
通
報
の
注
意
点

　

１
１
９
通
報
は
す
べ
て
消
防
本
部

に
あ
る
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
ま

す
。
通
信
指
令
室
か
ら
の
指
令
に
よ

り
救
急
出
動
や
各
種
災
害
出
動
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。
芦
北
消
防
署
に
直

接
か
か
っ
て
き
た
通
報
も
通
信
指
令

室
に
送
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
芦
北

消
防
署
へ
直
接
通
報
し
た
場
合
は
出

動
が
若
干
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
で
も
１
１
９
通
報
は
で

き
ま
す
が
、
固
定
電
話
と
比
べ
て
場

所
の
特
定
に
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
報
場
所
に
よ
っ
て
は
別

の
消
防
本
部
（
八
代
、
天
草
、
人
吉

な
ど
）
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
別
の
消
防
本
部
に
つ
な
が
っ
た

場
合
は
、
当
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
電
話
を
切
ら
ず
に
担
当

者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
固
定
電
話
か
ら
の

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
種
災
害
出
動
の
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
９
６
６
（
６
３
）
６
６
６
６

　

１
１
９
通
報
は
消
防
本
部
で
専
属

の
通
信
指
令
室
員
が
24
時
間
対
応
し

て
い
ま
す
。
今
月
は
、
１
１
９
通
報

の
要
領
と
注
意
点
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

■
１
１
９
通
報
の
要
領

　

１
１
９
通
報
は
慌
て
ず
、
落
ち
着

い
て
指
令
員
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
に

対
し
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
火
災
の
場
合

 

・
発
生
場
所
の
住
所（
目
標
物
な
ど
）

 

・
ど
こ
が
燃
え
て
い
る
の
か
？
（
建

　

物
火
災
で
あ
れ
ば
階
数
な
ど
）

 

・
逃
げ
遅
れ
や
け
が
人
の
有
無

 

・
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

◎
救
急
の
場
合

 

・
発
生
場
所
の
住
所（
目
標
物
な
ど
）

 

・
患
者
の
状
態
（
意
識
の
有
無
、
年

　

齢
、
性
別
な
ど
）

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、胸
骨
圧
迫（
心  

　

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
通
報
者
に
お

　

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

・
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
今
ま
で
に

　

か
か
っ
た
大
き
な
病
気
な
ど

 

・
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

児
童
虐
待
の
通
告
・
被
害
防
止
！

■
児
童
虐
待
の
通
告
義
務

　

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

児
童
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に

こ
れ
を
市
町
村
、
都
道
府
県
の
設
置

す
る
福
祉
事
務
所
も
し
く
は
児
童
相

談
所
へ
通
告
（
電
話
な
ど
で
連
絡
）

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

■
児
童
虐
待
と
は

　

児
童
（
18
歳
未
満
の
者
）
に
対
し

て
保
護
者
（
児
童
を
現
に
監
護
す
る

者
）
が
次
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

◎
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
投

げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な

ど◎
ネ
グ
レ
ク
ト（
怠
慢
ま
た
は
拒
否
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の

中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に
な
っ

て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

◎
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

◎
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差

別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）

な
ど

■
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　

た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

　

児
童
虐
待
を
裏
付
け
る
事
実
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
て
も
、
一
般

の
人
の
目
か
ら
見
て
『
児
童
虐
待
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
』
と
い
う
場
合

で
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
告
者
の
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
通
告
者
が
責
任
を

問
わ
れ
た
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

　
（
24
時
間
対
応
で
、
最
寄
り
の
児

　

童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
）

◎
緊
急
の
場
合
の
連
絡
先

　

芦
北
警
察
署
ま
た
は
１
１
０
番

虐
待
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電
話
を

新米パパママ教室
（保健センター）

う
た
せ
船
で
海
難
救
助

海
上
保
安
署
が
感
謝
状
贈
呈

　

10
月
30
日
、
八
代
海
上
保
安

署
で
海
難
救
助
に
功
績
の
あ
っ

た
寺
崎
繁
吉
さ
ん
（
計
石
東
・

写
真
右
側
）
と
永
野
道
徳
さ
ん

（
海
浦
２
・
写
真
左
側
）
に
署

長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
に
う
た
せ
網
漁
を

終
え
て
帰
港
中
の
漁
船
漁
吉
丸

の
船
長
寺
崎
さ
ん
と
乗
組
員
の

永
野
さ
ん
が
、
津
奈
木
町
沖
で

転
覆
し
た
ミ
ニ
ボ
ー
ト
に
つ
か

ま
り
、
救
助
を
求
め
て
い
る
男

性
を
発
見
。
す
ぐ
に
男
性
を
２

人
で
協
力
し
な
が
ら
引
き
上

げ
、
無
事
救
助
し
ま
し
た
。

人権の花終了式

（田浦小）

人権相談

（社会教育センタ―）

芦北町弓道大会

（町立弓道場）
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お 知 ら せお 知 ら せ

子育て講演会「心がかぜをひくとき」

　『心がかぜをひくとき』をテーマに、「こころの
しくみ」という難しい問題について楽しくわかり
やすく、時には話が大きく脱線しながら講演しま
す。ぐさりと胸に突き刺さる鋭い言葉も待ち構え
ています。
■日時　12 月 10 日（水）午前 10 時〜正午
■場所　特別養護老人ホーム「白梅の杜」
■講師　臨床心理士　吉村 春生 氏
■定員　100 人
■参加費　無料
※託児あります。（託児代１人 200 円）
＊申込・問い合わせ先
　グリーンコープ生協くまもと　県南地域本部
　☎０９６５（３４）４２１１

　熊本県最低賃金が 10 月１日から時間額 677 円
に改定されました。この最低賃金は、県内すべて
の事業所、労働者に適用されます。
＊問い合わせ先
　熊本労働局　労働基準部　賃金室
　☎０９６（３５５）３２０２

放送大学学生募集

　放送大学では、平成 27 年度第１学期（４月入
学）の学生を募集しています。
　放送大学は、テレビなどの放送や、インターネ
ットを利用して授業を行う通信制の大学です。働
きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみ
たいなど、さまざまな目的で幅広い世代、職業の
人が学んでいます。心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
　資料を無料で差し上げます。お気軽に放送大学
熊本学習センターまでお問い合わせください。
■出願期間　12 月１日（月）〜
　　　　　　　平成 27 年３月 20 日（金）
＊問い合わせ先
　放送大学熊本放送センター
　☎０９６（３４１）０８６０

12月１日は世界エイズデー

　世界エイズデーにあわせ、水俣保健所で無料・
匿名でＨＩ∨（ヒト免疫不全ウイルス）検査が受
けられます。
■検査日時
　11 月 27 日（木）　午前９時〜午後７時
　12月２日（火）、４日（木）　午前９時〜午後５時
※上記期間以外でも、毎週木曜日の午前９時〜午
　後５時（第２・第４木曜日は午後７時）まで検
　査を行っています。（いずれも電話で予約必要）
＊問い合わせ先
　水俣保健所　保健予防課
　☎（６３）４１０４

　交通事故、詐欺、おどしなどの犯罪被害に遭い、
警察や検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起
訴してくれない。このような人のために検察官が
した処分が正しかったかどうかを審査する機関と
して「検察審査会」があります。お気軽にご雑談
ください。費用は無料で、秘密は堅く守られます。
＊問い合わせ先
　八代検察審査会事務局
　（熊本地方裁判所八代支部内）
　☎０９６５（３２）２１７７

ご存じですか　検察審査会

地域医療について坂本院長と語ろう！

　水俣市立総合医療センターでは、第 11 回目の
市民懇話会を開催します。これからの地域医療や
水俣市立総合医療センターにご意見のある人、こ
れまでの懇話会に参加できなかった人など、どな
たでも参加できます。参加無料です。
■日時　11 月 29 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分〜午後 4 時
■場所　水俣市立総合医療センター
　　　　西館６階大講義室
■内容　水俣市立総合医療センター院長基調講話、
　　　　質疑応答など
＊問い合わせ先
　水俣市立総合医療センター　総務課
　☎（６３）２１０１（内線５８１）

自衛官募集

◎高等工科学校生徒
■受験資格　15 歳以上 17 歳未満
　　　　　　（平成 27 年 4 月 1 日現在）
【推薦試験】
　■申込期限　12 月５日（金）
　■試験日　１月 10 日（土）〜 12 日（月）の
　　　　　　いずれか 1 日
【一般試験】
　■申込期限　1 月 9 日（金）
　■一次試験日　1 月 24 日（土）
◎自衛官候補生　２次募集（男子）
■受験資格　18 歳以上 27 歳未満
　　　　　　（平成 27 年４月 1 日現在）
■申込期限　11 月 27 日（木）
■試験日　12 月 7 日（日）・８日（月）のいずれ
　　　　　か１日
＊問い合わせ先
　自衛隊水俣地域事務所
　☎（６３）５８６３

浄化槽設置、農業集落排水へのつなぎ
込みの推進と法定検査受検のお願い

平成27年成人式

■日時　平成 27 年１月 11 日（日）
　　　　午後１時 30 分〜受付
■場所　しろやまスカイドーム
■対象者　平成６年４月２日〜
　　　　　　平成７年４月１日生まれの人
※出席を希望する人で町内に住所がない場合は　
　11 月 21 日（金）までに社会教育センターにご
　連絡ください。
＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター
　☎（８２）２２１３

熊本県ひとり親家庭等支援事業

　社会福祉法人熊本県母子寡婦福祉連合会では、
熊本県からの委託を受け、次の事業を実施してい
ます。
【地域の学習教室事業】

　「塾に通うのが難しい」「勉強する習慣を身につ
けたい」など、学習意欲のある子どもたちを応援
する『地域の学習教室』を実施しています。退職
した元教職員や大学生が先生となり、教科書に沿
って学習します。現在、県下で 26 教室が活動中
です。
■費用　１回上限 100 円（電気代）
■対象者　小・中学生
■開所日　週 1 回以上
※「実施場所」「学習支援員」「子どもたち」のマ
　ッチングが図れた教室から順次開始。１人から
　でも開所は可能です。
※「学習支援員」として子どもたちの学習をサポ
　ートしていただける先生と「学習場所」も募集
　します。
【面会交流事業】

　面会交流とは、離婚または別居により、子ども
と別れて暮らしている親が子どもと会って話をし
たり、遊んだりして交流することです。子どもに
とって面会交流とは、別れて暮らす親の愛情を感
じる重要なつながりです。支援員が双方の親と相
談しながら、面会をサポートしていきます。
※当連合会では、母子福祉貸付の就学支度資金が
入学手続きに間に合わないというひとり親家庭の
ために、つなぎ資金制度を設けています。詳しく
は下記までお問い合わせください。
＊問い合わせ先
　熊本県母子寡婦福祉連合会
　☎０９６（３２４）２１３６

【浄化槽設置希望者募集】
　随時募集していますので、設置を希望する人は
お申し込みください。
■対象区域　芦北町全域
　　　　　　※原則、農業集落排水処理区域を除く
■補助額（専用住宅の場合）

５人槽 ７人槽

新築 42 万 1,000 円 47 万 6,000 円

汲取り式便所からの転換 61 万 5,000 円 71 万 7,000 円

単独浄化槽からの転換 70 万 5,000 円 80 万 7,000 円

【農業集落排水へのつなぎ込み推進】
　農業集落排水区域内で、まだ接続されていない
世帯は、つなぎ込みの検討をお願いします。
※平成 27 年度まで、上限 20 万円の補助をします。
　（新築については対象外です。）
【浄化槽法定検査受検のお願い】

　法定検査は浄化槽の保守点検や清掃などの維持
管理が適切に行われているか、放流水質が基準を
満たしているかを判断する重要なものであり、合
併浄化槽、単独浄化槽とも年１回の受検が義務付
けられています。
＊問い合わせ先
　上下水道課　下水道係
　☎（８２）２５１１（内線１６１・１６２）

必ずチェック最低賃金
時間額677円に改定
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在宅で生活している人で次のいずれかに該当する人です。
①要介護３～５の認定を受けている人
②身体障害者手帳の１種を所持する人（内部障害者を除く）
③精神障害者保健福祉手帳１級を所持する人
④療育手帳Ａを所持する人
⑤避難支援を必要とする難病患者の人
⑥上記以外の人で、自らまたは避難支援等関係者から支援の申出
　があった人で町長が避難支援を必要と認める人

災

害
が

起
き

た

時
自

力
で
の

避
難
が

不
安
な

人
に

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
制
度
の
ご
案
内

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
で
、
災

害
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
、自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
（
避
難
行
動
要
支

援
者
）
へ
の
災
害
情
報
の
提
供
や
避
難
等

の
手
助
け
な
ど
の
た
め
に
、
名
簿
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
名
簿
を
基
に
民
生
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
芦
北
町
消
防
団
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者
が

地
域
に
お
い
て
支
援
が
必
要
な
人
の
情
報

共
有
を
図
り
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
避

難
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

個
人
情
報
提
供
に
同
意
さ
れ
た
人
は
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
が
平
常
時
か
ら

避
難
支
援
等
関
係
者
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

名
簿
は
、
災
害
時
や
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
、
災
害
や
避
難
に
関
す

る
情
報
の
提
供
や
安
否
確
認
、
避
難
所
へ

の
誘
導
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支

援
制
度

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
に
同
意

　

す
る
人

②
自
ら
ま
た
は
避
難
支
援
等
関
係
者
か
ら

　

支
援
を
申
出
さ
れ
た
人

　
※
平
常
時
か
ら
の
避
難
支
援
者
等
関
係
者

　

へ
の
個
人
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
同
意

　

を
と
り
ま
す
。

※
避
難
行
動
要
支
援
者
の
具
体
的
な
避
難

　

支
援
情
報
を
記
載
し
た
「
個
別
計
画
」

　

も
作
成
し
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
人

　

こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で
も
地
域
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
災
害
時
の

被
害
を
減
ら
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
時
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
避
難
支

援
者
自
身
の
安
全
が
前
提
と
な
る
た
め
、

地
域
に
個
人
情
報
を
提
供
さ
れ
た
避
難
行

動
要
支
援
者
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
支
援
を

受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ
の
登
録
対

象
と
な
る
人
へ
は
、
名
簿
登
録
お
よ
び
避

難
行
動
支
援
等
関
係
者
へ
の
名
簿
情
報
の

提
供
に
同
意
い
た
だ
け
る
か
否
か
の
文
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
か
ら
の
文
書
が
届
か
な
い
人
で
も
、

　

自
ら
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人

　

は
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
意
確

　

認
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
へ

の
登
録
の
同
意
・
不
同
意
の

確
認
方
法

①同意確認書を郵送

②同意確認書に
　て同意・不同
　意の意思確認

③同意した人のみ避難支援等関係者へ
　名簿情報の提供

④平常時からの声
　かけ、災害時の
　避難支援や安否
　確認など

イメージ図 避難行動要支援者名簿の対象となる人

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

使
用
方
法

※個人情報提供に不同意の人も、災害時は必要に応
じて、避難支援等関係者に名簿を提供します。

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
提
供

す
る
名
簿
情
報

①
氏
名　

②
生
年
月
日　

③
性
別　

④
住

所　

⑤
行
政
区　

⑥
電
話
番
号　

⑦
避
難

支
援
等
の
理
由　

⑧
避
難
支
援
す
る
た
め

の
支
援
方
法

注
意
事
項

【高齢者】
福祉課高齢者福祉係　
　☎８２ー２５１１（内線１５２）

【障害者】
福祉課障害者福祉係
　☎８２ー２５１１（内線１５３）

【防災全般】
総務課防災交通係
　☎８２ー２５１１（内線２１８）

お
問
い
合
わ
せ

助け合い
　支え合い

芦北町役場避難支援等関係者

避難行動要支援者

　

避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
制
度
に

携
わ
る
人
に
は
守
秘
義
務
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
避
難
行
動
要
支
援
者
の

避
難
支
援
や
安
否
確
認
以
外
に
情
報
を
利

用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
名
簿

情
報
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
適
正
な
情
報

管
理
を
図
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 個

人
情
報
の
取
り
扱
い
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まちのわだい

　10 月 26 日、ファーマーズマーケットでこぽん駐車場
で芦北町国際交流まつりが行われ、多くの来場者でにぎ
わいました。まつりでは、ＡＬ T など外国人による世界
のグルメバザーや各種展示のほか、芦北保育園児の太鼓、
八代白百合高校の吹奏楽演奏、秀岳館高校の雅太鼓など
のステージなどがありました。訪れた来場者は、世界の
グルメを販売している外国人たちとふれあいながら、会
場に流れる音楽を楽しんでいました。

国際交流まつりにぎわう

八代白百合高校の演奏にあわせて踊る子どもたち

祝 100 歳　鶴坂サエさん

鶴坂サエさん（写真中央）とご兄妹

　10 月 26 日、鶴坂サエさん（大尼田）が 100 歳の誕
生日を迎え、自宅に集まった兄妹をはじめ多くの親族が
祝い、芦北町から長寿慶祝金が贈られました。鶴坂さん
は、耳がやや不自由ですが、週２回の通所リハビリテー
ションに通われ、家族と一緒に自宅で過ごしています。

「足腰が悪くなるまでは、ゲートボールやグラウンド・
ゴルフをやっていました。また、歌や踊りが好きでいつ
も周りの人を楽しませていました」と妹さんが話してく
れました。

まちのわだいまちのわだい

わずかに原形をとどめた滝上の石畳を歩く参加者

皆既月食の赤い月を観察

　薩摩街道歴史ふれあいウォークが 10 月 19 日に行わ
れ、参加者約 50 人が佐敷城跡から道の駅たのうらまで
の約 10 キロを歩きました。各ポイントでは、薩摩街道
案内人の会メンバーが薩摩街道での歴史のエピソードを
話しながら道案内しました。参加者は歴史上の偉人たち
も通ったであろう昔ながらの道を歴史を感じながら歩い
ていました。
　今年度の第 2 回薩摩街道歴史ふれあいウォークは 11
月 29 日（土）に湯浦温泉から津奈木町までのコースで
行われます。参加料 1,000 円で当日受け付けもできます。
＊問い合わせ先　ＲＫＫメディアプランニング　
　☎０９６（３５１）３８２０

　10 月 10 日、大野小児童が植え付けや草取りなどをし
ながら育てたカンボジア募金米の収穫を迎えました。こ
の収穫には、カンボジアから中九州短期大学（八代市）
に留学中の学生 10 人が加勢。およそ１時間ほどで掛け
干し作業まで終了しました。始めは緊張していた児童た
ちも、徐々に留学生たちと打ち解け、笑顔で交流してい
いました。留学生はカンボジア王立プノンペン大学日本
語学部の学生で、来年 9 月までの１年間、中九州短大
で経済学などを学ぶ予定です。なお、収穫したお米は、
後日あった国際交流まつりで完売しました。

　10 月８日に日本全国で皆既月食が見られました。芦
北町でも夕方6 時過ぎから月が欠け始め、７時25 分ごろ
には完全に地球の影に入り、およそ１時間ほど皆既食と
なった赤銅色の月が見られました。この皆既月食の観測
会を計石公民館近くで芦北星を見る会が開き、肉眼や望
遠鏡を使って観測しました。観測会には町民約20 人が集
まり、時折雲に隠れる月にやきもきしながらも、赤い月が
姿を見せると歓声があがっていました。
　次の皆既月食は2015 年４月４日の午後９時前後に10
分間ほど観測できる見込みです。

月食の様子（左上・写真提供：澁谷百錬さん）と観測会に訪れ
た人々

薩摩街道歴史ふれあいウォーク

募金米を収穫した大野小児童とカンボジア人留学生、関係
者のみなさん

大野小児童と留学生が募金米収穫　

　熊本県が動物愛護推進の取り組みとして実施している
「動物とのふれあい方教室」が、10 月６日は湯浦小学校

で、23 日には田浦小学校で開催されました。田浦小では、
１、２年生 64 人が保健所の獣医師職員と動物管理セン
ター職員から、主に犬とのふれあい方について学習しま
した。犬の心音と自分たちの心音を聞き、人も動物も同
じ命を持っていることや、犬の習性を知り、犬にかまれ
ない触り方などを学んだ児童は、「家で飼っている犬を
もっと大事にしたい」と感想を話しました。 犬とのふれあい方を学ぶ田浦小児童

人も動物も同じ命　ふれあい方学ぶ

東海カーボン田ノ浦工場の事務・厚生棟が落成
（10 月 15 日）

ま
ち
か
ど
フ
ォ
ト
ス
ナ
ッ
プ

芦北保育園児が太秋柿を収穫　米田にある元村深
雪さんの農園で（10 月 28 日）

NPO 法人ばらん家
ち

の農園で育児園すくすくの園
児がさつまいもを収穫（10 月 16 日）

芦北町漁協朝市が 21 周年を迎え、にぎわいをみ
せる（10 月 26 日）
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
原　

勝
子

短
歌

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

山や
ま
あ
い間
に
田
植
機
の
音
響
か
い
て
限
界
集
落
ひ
と
日
騒さ
わ

立
つ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

無
農
薬
の
わ
が
家
の
レ
モ
ン
點は
ん

目
立
つ
さ
れ
ど
ジ
ュ
ー
シ
ー
香
り
抜
群　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

ゴ
ル
フ
よ
り
会
話
の
弾は
ず

む
媼

お
う
な

ら
に
雀
飽
き
し
か
一
斉
に
飛
ぶ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　

病
院
食
は
時
間
た
が
わ
ず
配く
ば

ら
る
る
ど
こ
か
で
か
す
か
に
菜
を
刻
む
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

何
ゆ
え
に
切
ら
れ
し
な
ら
ん
校
庭
の
花
む
ら
さ
き
の
桐
の
大
樹
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
子

　
【
芦
北
短
歌
会
】　

　

村
づ
く
り
コ
ス
モ
ス
植
え
て
と
り
ど
り
の
花
で
彩
る
耕
作
放
棄
地　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

泰
子

　

文
化
祭
和
太
鼓
演
奏
園
児
ら
の
ね
じ
り
鉢
巻
き
揃
い
の
法
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
島　

住
子

　

台
風
が
寒
気
を
遺
し
過
ぎ
し
あ
と
温
も
り
求
め
猫
ら
寄
り
そ
う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
頭　

圭
子　

　

秋
風
を
待
つ
か
の
様
に
淡
々
と
先
駆
け
て
散
る
桜
葉
あ
ま
た　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
嶋　

良
子

　

台
風
を
逃
れ
て
入
江
に
並
び
い
る
船
は
秋
の
陽
反
射
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
良　

佑
子

　
　
「
若
楓
」　　

編
　
集
　
後
　
記

　

野
鳥
の
メ
ジ
ロ
は
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
群
れ
を
な
し
て
押
し
合
い
へ
し

合
い
木
に
止
ま
る
性
質
が
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
が
語
源
と
な
っ
た
の
が

「
目
白
押
し
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
秋
か
ら
来
年
春
に
か
け
て
、
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、
広

報
担
当
に
と
っ
て
も
、
取
材
に
編
集

に
研
修
に
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
押

し
合
い
へ
し
合
い
状
態
で
す
。
ど
ん

な
に
慌
た
だ
し
く
て
忙
し
く
て
も
、

心
が
荒
れ
た
り
心
を
亡
く
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。
▼
詳
し
く
は
12
月
号
で
お
伝
え

し
ま
す
が
、
11
月
８
日
の
全
国
消
防

操
法
大
会
で
機
動
分
団
が
入
賞
し
ま

し
た
。
目
指
し
て
き
た
優
勝
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
場
さ
れ
た

選
手
の
皆
さ
ん
、
１
年
半
に
も
及
ぶ

訓
練
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

　　

屋
内
消
火
栓
操
法
大
会
と
い
う
大

会
に
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
今
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
方
の
ご
指
導
の
お

か
げ
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今

後
も
火
災
予
防
を
心
掛
け
、
万
一
の

時
に
は
自
主
消
火
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
常
に
防
災
意
識
を
高
く
持
っ

て
い
た
い
で
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

皆
さ
ん
も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
（
か
ま
ち
）

今月の絵手紙

内
山
貴
美
子

芦
北
っ
子
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

坂川斗真 くん

2 歳（宮崎）

出発進行〜

写真に、①子どもの氏名・ふり
がな　②年齢③コメント（30
字以内）④住所⑤連絡先（電話
番号）を添えて、　Ｅメール、
郵送、持参のいずれかでお申し
込みください。

＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１
　　　　　　（内線２１２）
　Ｅメール：
　　koho @town.ashikita. lg.jp

スマートフォン
からはＱＲコー
ドを利用すると
便利です。

掲載写真募集中

【
町
民
講
座
】

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

勝田　康
こ う が

楓　　    ９．２１　  男　　雄樹　　  八幡

前橋　空
そ ら た

大　    １０．  ４　  男　　諒平　　  田浦１

嶋中　一
いっしん

真　　１０．  ６　  男　　雅也　　  田浦町１

髙野　美
み う

羽　　１０．  ９　  女　　洋平　　  小田浦５

渡邊　悠
ゆ う か

花　　１０．  ９　  女　　弘之介　  新町

田中　翔
しょうき

基　　１０．１７　  男　　聡　　　  天月

毛利　成
せ い な

菜　　１０．１７　  女　　和成　　  高岡北

山本　千
ち ひ ろ

尋　　１０．２４　  女　　翔太　　  田浦１

H26.10.1 〜 10.31 受付分（敬称略）受付件数８件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

下山　トミエ　　   ９．３０　　  ８９　　　小田浦２
竹下　輝明　　   １０．  １　　  ４６　　　田浦２
松永　芳雄　　   １０．  ４　　  ６３　　　箙瀬
田北　エミ　　   １０．  ７　　  ９５　　　丸山
中尾　重晴　　   １０．  ８　　  ８６　　　白岩
岩間　ミツエ　   １０．  ８　　  ９８　　　古石北
岩生　キクノ　   １０．  ８　　  ９２　　　新町
波口　ナツ子　   １０．１０　　  ９０　　　海浦２
福山　ツキエ　   １０．１０　　  ８３　　　大川内東
谷邉　スミ子　   １０．１１　　  ８６　　　小田浦１
安藤　トシ　　   １０．１１　　  ９９　　　田浦１
釡　勝喜　　　   １０．１２　　  ８２　　　女島西
坂口　トキエ　   １０．１２　　  ８８　　　箙瀬
宮﨑　敏　　　   １０．１３　　  ８３　　　乙千屋
山口　忍　　　   １０．１４　　  ８５　　　小田浦５
鍬本　綠　　　   １０．１７　　  ８７　　　吉尾
大石　愽昭　　   １０．１７　　  ６６　　　小田浦１
松岡　清喜　　   １０．１８　　  ９５　　　道川内東
鶴崎　晴男　　   １０．２３　　  ６２　　　海浦１
楠山　清吉　　   １０．２４　　  ８９　　　計石西
城　愛子　　　   １０．２５　　  ６５　　　天月
森　葭雄　　　   １０．２５　　  ８９　　　田浦町２
吹本　實富　　   １０．２６　　  ８２　　　湯南団地
谷口　美智子　   １０．３０　　  ７８　　　湯浦南

H26.10.1 〜 10.31 受付分（敬称略）受付件数 27 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

「
栗
の
実
」

う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ

　

水
俣
病
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

10
月
４
日
、
今
年
で
７
回
目
と
な
る
「
う
た

せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
女
島
活
力
推
進
セ
ン
タ
ー
で
中

学
生
３
人
に
よ
る
作
文
発
表
が
あ
り
、
そ
の

後
「
私
の
水
俣
病
」
と
題
し
、
女
島
出
身
で

水
俣
病
語
り
部
の
会
会
長
の
緒
方
正
実
さ
ん

（
水
俣
市
）が
講
演
し
ま
し
た
。緒
方
さ
ん
は
、

女
島
に
住
ん
で
い
た
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
や

劇
症
型
水
俣
病
で
亡
く
な
っ
た
祖
父
の
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。
水
俣
病
を
ず
っ
と
避
け
て

き
て
、
38
歳
で
初
め
て
医
療
事
業
に
申
請
。

そ
の
後
、
10
年
間
棄
却
さ
れ
な
が
ら
も
、
自

分
の
気
持
ち
や
水
俣
病
と
正
面
か
ら
向
か
い

合
い
、
闘
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
緒
方
さ
ん

は
「
水
俣
病
は
不
幸
な
こ
と
ば
か
り
で
は

な
い
。
失
っ
た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

が
、
得
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
講
演
会
後
、
参
加
者
は
場

所
を
計
石
漁
港
に
移
し
、
う
た
せ
船
で
捕

れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
う
た
せ
船
に
乗
船
し
水

俣
方
面
ま
で
行
く
予
定
で
し
た
が
、
波
が

高
か
っ
た
た
め
湾
内
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

と
な
り
ま
し
た
。
船
上
で
は
漁
師
さ
ん
か

ら
う
た
せ
網
漁
の
話
し
を
聞
き
、
県
内
外

か
ら
参
加
し
た
60
人
の
参
加
者
は
、
水
俣

病
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
き
れ

い
な
海
を
見
な
が
ら
環
境
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

佐敷中２年
矢野好美さん

湯浦中２年
久保乃愛さん

田浦中３年
宮崎愛華さん

60 人の聴衆を前に講演する緒方正実さん

うたせ船の前で記念撮影する参加者



 

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

○
期
間　
　
　

平
成
27
年
２
月
８
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

「
未
来
を
生
き
る
君
た
ち
へ
」
展　

▶
「
ぶ
ど
う
」
１
９
９
１
年

　

秋
と
言
え
ば
、「
芸
術
の
秋
」！
今
回
の
展
示
で

は
、
水
彩
画
だ
け
で
な
く
ペ
ン
画
が
15
作
品
ほ
ど
展

示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ペ
ン
画
、
黒
と
白
で
書
い
て
あ

る
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
・
・
・
本
当
は
、
他
の

色
も
少
し
混
ぜ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

細
い
ペ
ン
先
で
少
し
ず
つ
描
き
込
ま
れ
た
枝
、
思

わ
ず
手
が
伸
び
そ
う
な
ぶ
ど
う
の
実
。
食
欲
ま
で
刺

激
さ
れ
そ
う
な
魅
力
的
な
ペ
ン
画
で
す
。
ぜ
ひ
、「
芸

術
の
秋
」
を
堪
能
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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（
再

生
紙

使
用

）

大相撲芦北場所
平成二十六年冬巡業

11月30日（日）

会場周辺では場所終了後、車が大変混雑することが予想され
ます。公共交通機関をご利用になるか、お乗り合わせのうえ
ご来場ください。また、当日は芦北町役場駐車場から佐敷駅
までシャトルバスを随時運行しますのでご利用ください。佐
敷駅から会場までは徒歩７分程度です。

チケット残りわずか

ＫＡＢ熊本朝日放送開局 25周年　芦北町合併 10周年
記　念　巡　業

８：００開場

■興業内容（予定）
  8：00　開場～公開稽古
11：00　人気力士とちびっこの稽古
11：30　幕下以下の取組開始、
　　　　 初切、相撲甚句、太鼓打分実演
13：00　十両土俵入り、十両取組み
13：30　幕内・横綱土俵入り、
　　　　 幕内取組、弓取り式
15：00　打出し（終了予定）
※内容および時間は変更になる事があります。
あらかじめご了承ください。
★幕内・横綱の公開稽古は午前 9 時ごろです！

（見応え十分！！）

しろやまスカイドーム

＊チケットについての問い合わせ先
　芦北事務局（林田自動車あしきたバス）
　☎（８２）３０７０
　しろやまスカイドーム
　☎（８２）５８５８　

日時

場所

大相撲芦北場所開催にあわ

せ、全国でも大人気の「黒糖

ドーナツ棒」が大相撲限定パ

ッケージで販売されます。

芦北場所限定商品も登場


